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研究成果の概要： 
 北海道東部の斜網地域を対象に，土地利用が異なる 21 流域を対象に，河川周辺の林地が

河川窒素濃度に及ぼす影響を検討した．河川周辺の林地面積に加えて，後背地である畑地

面積を勘案した指標を新たに定義し，河川窒素濃度との関係を検討したところ，両者の間

には負の高い相関が得られた．本地域において土地利用の面から水質保全対策を考える場

合，河畔林の幅や面積に加えて，後背地の畑地面積を加味する必要があることが明らかに

なった． 
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１．研究開始当初の背景 
 北海道東部に位置する斜網地域では，大規
模な畑作が展開しており，農業の影響を受け
て河川・地下水の硝酸汚染や土壌侵食に伴う
土砂流亡による水質悪化が顕在化している
ことから，早急な対策が求められている．農
業流域における汚濁負荷流出抑制対策の一
つに，農地と河川との間に緩衝帯となりうる
林地や湿地を保全・復元し，河川への汚濁負
荷流出を抑制する方法がある．北海道東部に
は河畔緩衝帯が現存しており，これらを適切

に管理したり，保全・復元することで，水質
汚濁が軽減できると考えられる．河畔緩衝帯
の水質浄化機能は，1980 年代から欧米を中心
に研究されており，多くの研究事例から，河
川から 20～40m幅の河畔緩衝帯を設けること
で，農地から流出する汚濁負荷の大部分は軽
減できるといった具体的な設置基準が策定
されている．一方，国内では，北海道を中心
に河畔緩衝帯に関する研究が行われており，
河畔緩衝帯を有する流域では無い流域より
も河川水質は良好に保たれていることが実
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証されている．しかし，河畔緩衝帯に関する
国内の事例研究は非常に少なく，国外の事例
のような水質浄化に必要な緩衝帯の適正幅
を検討するには至っていない．また，国内の
事例研究では，河畔緩衝帯が水質浄化機能を
有することは既に実証されているが，それが
脱窒作用などの分解によるものか，植物によ
る吸収作用なのかといった浄化メカニズム
については十分に検討されていない．さらに，
それぞれの水質浄化作用がどのような土壌
条件，水文環境で発揮されるのかも明らかに
されておらず，河畔緩衝帯を維持，管理，保
全する為には基礎データを収集する必要が
ある．  
 
２．研究の目的 
 本研究課題では，北海道東部斜網地域の畑
作地域において，河畔緩衝帯の幅が異なる複
数の流域を設定し，河川水質と土地利用の関
係から，河畔林の有無や水質浄化に必要な適
性幅を明らかにすることを目的とした． 
この目的を達成することで，水質保全を目的
とした河畔緩衝帯の管理指針が設定でき，農
業地域における河畔整備事業を行う上での
有効な資料になると考えられる．  
 
３．研究の方法 
 本研究の対象地域である北海道斜網地域
は，日本を代表する畑作地帯である．主な作
物は，麦，芋類，豆類，ビートといった畑作
4 品目である．この地域の気象状況は，年平
均気温が 5.8℃，年間降水量が 753 mm とい
った冷涼小雨な気候である． 
 この地域に36流域を設定し，2006年8，9，
10 月，2007 年 7，9，10 月にかけて，1 ヶ月
に 1 回，平水時に河川の流量観測（2006 年
のみ）と水質調査を実施した．対象とした水
質項目は，pH，EC，T-N，NO3-N，NO2-N，
NH4-N である．また，数値地図 25,000 をも
とに，GIS により土地利用を計測した．河川
周辺の土地利用を定量化するため，GIS の
Buffering機能を用いて河川を基準に 0～20，
0～60，0～100 m 幅のエリアを設定し，各エ
リア内の土地利用を測定した．以後，各エリ
アを BZ20，BZ60，BZ100と記す． 
 調査対象流域の土地利用を Table 1 に示す．
本調査流域は，主として畑草地と林地で構成
されており，1～88 %，林地率 7～96 %であ
る． 
 
４．研究成果 
(1)各流域の窒素濃度を Fig.1 に示す．T-N の
平均値は 1.49 mg/L であり，最小値が 0.18 
mg/L（No.22），最大値が 5.60 mg/L（No.18）
であった．ここで，T-N の生活環境基準であ
る 1.0 mg/L を超えた河川は，17 河川であっ
た．このことから，湖沼や海域の水質汚濁に

影響を及ぼしている河川は多く存在するこ
とが明らかになった．また，T-N に対する
NO3-N の割合は概ね 60%以上であり，No.18
では 95 %と最も高かった．畑地流域では，
硝酸態窒素の流出が卓越することから，本調
査対象流域でも，畑草地からの窒素流出が河 

Table 1 流域概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

Fig.1 対象河川の窒素濃度 
 
川水質に影響を及ぼしていると推察される． 
 
(2)各流域の畑草地率と河川窒素濃度との関
係を Fig.2 に示す．畑地率と窒素濃度との間
には正の相関が見られたため，本地域におい
ても，農業的土地利用が河川の窒素濃度に影
響を及ぼしていることが確認できた． 
 
(3)河川周辺の土地利用と河川窒素濃度との
関係を検討する．BZ20，BZ60，BZ100 の林地
率と河川窒素濃度との関係を Fig.3 に示す．
どの BZ においても，林地率の増加に対して
窒素濃度が低下する傾向が見られた．そして，
BZ20，BZ60，BZ100 の回帰線を比較したとこ
ろ，エリアの大小で差は認められなかった．
このことから，土地の有効性を考えると，河
川から 20 m 幅のエリアに林地を多く保全・
創出すればよいことになる． 
 
(4)本地域では，BZ20のエリアに緩衝帯となる
林地を保全することが重要であると考えら
れるが，流域に応じて負荷発生源となる畑草
地面積は異なることから，畑草地面積に応じ
た河畔緩衝帯の規模を考える必要がある．そ
こで，以下の（1）式から算出される流域全
体の畑草地面積と，BZ20内の林地面積の比を
土地利用指標（LUI，Land Use Index）とし
て定義し，河川水質との関係を検討する． 
 

 
 

 
 LUI と河川窒素濃度との関係を Fig.4 に示
す．LUI が増すにつれて河川窒素濃度が減少
する傾向が示されたことから，河川周辺に林
地が多く存在し，畑草地面積が小さい流域で
は，河川窒素濃度は低くなるといえる．LUI
と河川窒素濃度との関係から得られた回帰
式から，窒素濃度を基準値である 1.0 mg/L
に低下させるのに必要な河畔緩衝帯の規模
を（2）式から推定する． 
  

T-N=0.344･LUI-0.44   (2) 
 
 この式から，窒素濃度を生活環境基準以下
（1.0mg/L）にするためには，LUI を 0.07 以
上にする必要があり，河川周辺の林地は流域
の畑草地面積に対して，7 %の面積を保全・
創出しなければならいことが明らかになっ
た． 
 
4.結言 
 北海道斜網地域に位置する 36 流域を対象
に河川の水質汚濁状況を明らかにした．農業
的土地利用と河川窒素濃度との関係を検討

したところ，畑草地が河川窒素濃度に影響を
及ぼしていることがわかった．また，河川周 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 畑草地率と河川窒素濃度との関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig.3 BZ の林地率と河川窒素濃度との関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

Fig.4 LUI と河川窒素濃度との関係 
 
辺に林地が多く存在すると，河川窒素濃度は
低濃度になる傾向が見られた．また，土地利
用指標と河川窒素濃度の関係を検討したと
ころ，両者の間には負の強い相関が得られた．
そして得られた回帰式から，河川水質を保全
するためには，LUI を 0.07 以上必要である
ことがわかった．このことから，本地域にお
いて土地利用の面から水質保全対策を考え
る場合，河畔林の幅や面積に加えて，後背地
の畑地面積を加味する必要があるといえる． 
以上のことから，斜網地域では，河川周辺に
緩衝帯と成りうる河畔林を造成する対策が
河川水質を保全する上で有効だと考えられ
る． 
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